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 後志の文学講座なのに、なぜか今年は「胆振」。多少面食らった方もいらっしゃると思います。

でも、これが、今年度の「山麓文学館２」を続けてきた私たちの率直な想いなのです。ここ京極に

暮らしていると、今まで語られてきた岩内や倶知安からの文化の流れとは別に、＜南＞からの文化

や伝統の流入を感じざるを得ないのです。 

 たとえば「京極農場」。京極町の歴史は、明治３０年、京極高徳が胆振国虻田村のワッカタサッ

プ地域に｢京極農場｣を拓いたことに端を発しますが、そこの開拓には洞爺村からの農業指導団が導

入されました。その指導団の中の一人に藤村徳治がいます。彼は日高アイヌの言い伝え「ワッカタ

サップ川の上流には鉱泉が吹き出している」を確かめに上流を遡ります。そして、ついに鉄鉱石鉱

床の大発見に至ったのです。脇方から鉄が出た… このことが京極町（あるいは後志）の歴史を大

きく変えて行きます。大資本が入り、鉄道が敷かれ、人が集まってきます。神社ができ、学校がで

き、病院ができ、人口７千人の町が形成されていったのです。まだ、北海道の鉄道が稚内や根室に

とどいていない大正時代に、汽車が町を走っていて当たり前の行政が動き出していたのです。 

 そんな「京極」のルーツを求めて、まずは胆振国洞爺村へ。１０月１１日土曜日の午前９時、バ

スは出発です。 （湧学館／新谷保人） 

胆振国虻田をたずねるバスの旅 
＜後志文学散歩 ２０１４＞ 

▲長万部 平和祈念館  
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 裏洞爺に降りて行く途中の、現在「武四郎坂」

の表示が出ている坂道。あれは正しい「武四郎

坂」ではありません。本人が述べているとおり、

むしろを橇代わりに使って湖畔へ一気にすべり降

りて行くのが正しい「武四郎坂」です。その雰囲

気に近づきたくて、今回は洞爺温泉病院の通用路

を通らせていただきました。 

 朝の洞爺湖畔を散策し、洞爺湖芸術館へ。合併

前は洞爺村役場だった建物には、写真家・並河萬

里や彫刻家・砂澤ビッキの作品が巧みに配置され

ています。でも、やはり圧巻は洞爺村国際彫刻ビ

エンナーレの現代彫刻作品群でしょう。窓から一

望の洞爺湖大パノラマを背景に、作品群がきらき

らと立ち並んでいる様が夢のよう。洞爺湖は湖畔

一周に58基もの現代日本を代表する彫刻家の作品

が配置されていることでも有名ですが、なにか、

この洞爺湖芸術館は、その洞爺湖全体の｢扇の要｣

みたいな役割を果たしているようにも思えまし

た。 

はかなくも強いその生涯を紹介できたことが（個

人的には）今回の｢バスの旅｣いちばんの収穫でし

た。普段は、「後志の文学講座」という縛りがあ

りますので、なかなか知里幸恵やイサベラ・バー

ド、あるいは森竹竹市や掛川源一郎を語る機会も

ないのですが、今回は「胆振国」ということなの

でラインナップを大胆に入れ替えることができて

大変おもしろかったです。こういう試みは、私た

ちの｢後志｣イメージを大きく拡張させてくれるの

ではないでしょうか。 

１．洞爺湖/武四郎坂～浮見堂～洞爺湖芸術館 

２．豊浦/カムイチャシ公園～文学碑公園～礼文華 

３．長万部/平和祈念館～郷土資料室・鉄道村 

 湖（洞爺）に向って峠を下る。一同むしろを尻にしいて

上りおりたので、あっという間に洞爺湖畔についてしまっ

た、とはいうもの、一つ間違うと谷底に、辷（すべ）り込ん

でしまうので非常に危険で、私はアイヌ達の辷る跡につ

いて下りたのである。 

（松浦武四郎｢後方羊蹄日誌｣） 

▲ 松浦武四郎が描いた140年前の洞爺湖 

 長流川の岸辺の小山（タツコフ）の、山の陰を利用して

野宿、夜アイヌたちにも酒をふるまう。一同たき火を囲

み、やがてアイヌのサイモンというのが、ユーカラを唄い

出したので、みんなで囃したり、拍子をとったりして、あま

り面白かったので、水雪の上にいながら一晩中寒いとも

感じないで夜が明けてしまった。 

（松浦武四郎｢後方羊蹄日誌｣） 

 文学碑公園に到着。この後、バスは「14トン車

以上通行禁止」の表示が出ている礼文華海岸の巨

岩の中を突っ切りました。 

 イザベラ・バードの「日本奥地紀行」に描かれ

た136年前の礼文華（れぶんげ）。掛川源一郎の

写真集「ｇｅｎ」に残った礼文華の陶文太郎さん

一家。小鉾岸（おふけし）にあったという金鉱山

の話。あるいは、マンガ「鉄子の旅」で話題に

なった「小幌駅」。そして、帝銀事件の平沢貞通

までが話題にからんできて、本当に、礼文華を通

る時は時間が足りません。 

▲ 知里幸恵と岩波文庫版「アイヌ神謡集」 

 そんなあれこれを話している内に、バスは長万

部に到着。駅弁「かにめし」の老舗｢かなや｣で昼

食をいただきました。 

平沢貞通 

｢礼文華風景｣ 

▲
  

 松浦武四郎が寒さも忘れて見入った光景。その

「ユーカラ」。アイヌの人たちの口承文芸｢ユーカ

ラ｣を日本で初めて日本語に翻訳した知里幸恵の、

 洞爺湖畔の彫刻家58人の作品を見てまわってい

ると、ある不思議なことに気がつきます。あれ、

あの人がいない… そうなんです。あの人、本郷

新の作品が湖畔にないのです。 

 本郷新という名前を知らなくても、その作品を

見ればすぐわかります。札幌・大通公園の「泉の

像」。札幌駅前の｢牧歌の像｣。函館・釧路の「石



豊浦町・旧山梨

小学校に残る「富士

山－羊蹄山」ステン

ドグラス 
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川啄木像」。北海道の人で本郷新の作品を知らな

いという人はなかなかいないのではないでしょう

か。そんな大御所の作品が洞爺湖にないのは残念

だけど、でも大丈夫。こっちにあるんです。それ

も、なんと５基も！ 「わだつみのこえ」、「鳥を

抱く女」、｢鳥の碑｣、「北の母子像」、そして

「嵐の中の母子像」。いやー、じつに壮観。本家

の本郷新記念札幌彫刻美術館を除けば、これほど

の規模で本郷新作品が集まっている例を他に知り

ません。 

 長万部町で長年開業医を務めていた工藤豊吉

氏。彼の平和に関するコレクションが平和祈念館

の建物とともに長万部町にプレゼントされまし

た。その、祈念館内部ももの凄いコレクションの

山です。中国古代の仏像から現代の谷川俊太郎の

詩まで、ありとあらゆる平和を祈願する品々が集

められています。その中には、 

 

 次いでカムイチセモシリ（神堂島）は周りが八町あっ

て、中に一つの小さな御堂が建っている。これは寛文年

間（一六六一～七三）に、美濃の国竹ヶ鼻の僧、円空と

いう方が日本各地の高山を巡り、鉈(なた)一丁をいつも

持っていて仏像を刻まれたという。その後円空はえぞ地

に渡り、太田山、島牧、磯谷、夕張、恵庭、樽前、山越

内等の地で仏像を作って御堂に納められたが、後にこ

の島に何年か住まわれたそうである。その間に観音像を

二体作って、一体は礼文華の石の洞穴に、もう一体をこ

の島に安置されたのである。 

（松浦武四郎｢後方羊蹄日誌｣） 

 

 もちろん、その円空仏もありました。 

 「京極」という町を特徴づける要因が二つあり

ます。一つは、先ほどお話しした「脇方の鉄鉱

石」。そして、もう一つがこの「山梨団体」では

ないかと思います。 

 明治４１年、山梨県・笛吹川の洪水氾濫に毎年

のように悩まされていた農民たちはついに山梨で

の農作をあきらめ、北海道・羊蹄山麓への集団移

住を決意したのです。山梨県が積極的に音頭を

とった３～４千人規模の大移住ではありました。 

 移住先には、倶知安村のヌプリカンベツ（現在

の倶知安町山梨）、ペーペナイ（現在の京極町甲

斐）、ワッカタサップ（現在の京極町脇方）や弁

辺村のソータキベツ（現在の豊浦町山梨）、弁辺

原野（現在の豊浦町新山梨）などが選ばれていま

す。 

 羊蹄山をぐるっと取り囲むかのように200～

300戸といった規模の大団体が倶知安村や弁辺村 ▲ 新山梨小学校跡の移住十年碑  

４．豊浦/新山梨小学校・開拓十年碑 

に入ってきたのです。京極町の場合は、この大き

な人口流入が引き金となって、倶知安村からの｢東

倶知安村（京極町の旧名です）｣独立という事態が

起こっています。もしこの人口大爆発がなかった

ら、今でも京極町は倶知安町の一部であったかも

しれません。かように、京極町の発端に「山梨団

体」は深くかかわっているのです。 

 今回、豊浦町（旧名・弁辺村）の新山梨地域を

たずねたのはわけがあります。その新山梨小学校

跡地には「山梨移住民団開拓十年記念碑」（大正

７年建立）があったからなのでした。じつは、同

じ「十年碑」が京極町・甲斐（大正６年建立）に

もあります。どちらも山梨団体最古の記念碑と言

えますが、京極町の｢十年碑｣の存在を知る人は今

極端に少ない。（甲斐という町名だって「それ、

どこにあるの？」という人が多いと思います） 

 ひとつには、入植に入った土地がひどい山間の

傾斜地であったこと。山梨での農作をあきらめた

人たちは、ここ北海道の羊蹄山麓までやって来

て、もう一度農業をあきらめなければならなかっ

たのです。悲しい話です。 

 豊浦町（弁辺村）のケースは、その逆のケース

と言えましょう。開拓十年の時を越えて現在にま

で人が残ったのです。過疎で山梨、新山梨小学校

ともども数年前に廃校になってしまいましたが、

でも、神社や公民館といった町の機能はまだ残っ

ている。まだ人がいる。まだ、そこには、山梨団

体が持ち込んだ甲斐四百年の文化が今に息づいて

いるのです。とても興味深い。ペーペナイやワッ

カタサップに入った人たちの面影が、じつは虻田

郡豊浦町に残っていたということがこれからもあ

るかもしれませんね。 

▲
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京極読書新聞は 毎月１日発行です。 

湧学館を利用してオリジナルグッズオリジナルグッズを手に入れよう！ 

◎図書館の利用(図書雑誌等の貸出/AV視聴/PC利用)でポイント  

 カードにスタンプを押させていただきます。(1日1つまで)  

 ポイントがたまると湧学館オリジナルグッズをプレゼント！ 

 たくさんのご利用お待ちしています♪ 

実施期間：2014年11月1日(土)～2015年3月31日(火)  

＊＊今後の予定＊＊ 

11/28(金)柳家三之助 落語独演会 

12/11(木)津軽民謡コンサート 
イベントの詳細は、広報やホームぺージ 

などでお知らせします。 

<開館１０周年記念企画> 

 平成１６年(２００４年)１１月１日に開館し、今年 

７月には全体の入館者数が３０万人を超えました。これ

からも湧学館をよろしくお願いいたします。 

＊  2014年11月 1日  ＊ 

湧学館は 開館1０年を迎えました ！ 

10周年記念事業・イベント続々と進行中です 

湧学館まつり 10年のあゆみ写真展 ファイターズ展 

京中壁新聞作品展 水曜連続上映会 


